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研究領域 
バイオメカニクス、スポーツ生理学、 

生体情報解析、運動制御、運動学習  

研究テーマ※ 
・ヒトの移動運動動作を司る制御メカニズムの解明 

・ヒトの身体運動に対する衣服・シューズの着用効果 



概要※ 
（概ね1000字以内） 

（写真・グラフ等自由） 

【研究の背景・目的・内容】 

ヒトでの移動運動動作を司る制御メカニズムについて、電気生理学や行動科学の手法を用いた実験系により明

らかにする研究に取り組んでいる。とりわけ、歩行や走行に代表される移動運動のモードの違いや、各々のモー

ド内における速度などの詳細な運動条件に対する制御メカニズムの特異性について調べている。また、その上

で明らかとなった特性に基づいて、移動運動の遂行において適切な衣服やシューズの提案をすべく検討を進め

ている。 

 

【応用例、研究の展望】 

ヒトの歩行や走行の制御メカニズムの特性を明らかにすることで、高齢者や障害者などの歩行機能の再建を念

頭に置いたリハビリテーションやランニングを中心とするスポーツでのトレーニング戦略の構築に有用な知見

が得られるものと考えている。さらに、衣服やシューズの影響を検討することで、社会全般における日常生活の

充実や運動パフォーマンスの向上に役立つ情報発信をしていくことを目標としている。 

 

【研究方法の特色】 

特殊な力学的環境下での運動実施により生じる身体動作の適応や、末梢の神経や筋への電気刺激により得られ

る身体の応答特性を調べる。関節運動や筋電図、力センサや加速度センサなどを用いた計測に主として取り組

んでいる。また、身体的特性の異なる群の計測結果を比較する横断的研究にも取り組んできた。 
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との連携への期待 

・身体動作の計測を通した運動パフォーマンスの評価（トレーニング効果検証、衣服・シューズの効果検証および

開発 

 


